
次の世代へ説明責任を果たしていくために

第 1ロ

～鑽雖脩襴鯰‐鰺褥～
東京電力福島第一原子力発電所の史上最悪の事故から1年後の 2012年 3月 、山形県は

原発に頼らない地域づくりを進めていくため「山形県エネルギー戦略」を策定しました。
2012年 8月 20日 、山形県知事と酒田市長は共同記者会見で「酒田市十里塚地区におけ

る風力発電事業の実施」を突然発表しました。市民への説明会は、発表から7ヶ月近くたつ

た 2013年 3月 10日 に初めて開催。その後、環境影響評価法を逸脱した「自主アセス」によ

る調査が行われ、この冬には調査がとりまとめられる予定です。

風力発電事業を第二の「原子力村」にさせないため、「卒原発の進め方を考えるフォーラ
ム」を継続的に開催したいと考えています。今回は、公益財団法人日本野鳥の会山形県支

部より計画地域における調査概要について報告していただき、参加者のみなさんと自由闊
達な意見交換を行いたいと考えています。
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問合せ先

2015年 11月 21日 (土 )

午後 2時 00分から4時 00分まで

酒田市 勤労者福祉センター 2階 第 2、 3研修室
酒 田市 緑 町 19-100234-26-2644

「酒田市十里塚地域における野鳥調査報告」
公益財団法人日本野鳥の会山形県支部

300円 (室料及び資料代)定員25名 (資料は定員数のみ用意)

公益財団法人日本野鳥の会山形県支部

金子 博 (酒 田市環境審議会委員)連絡先 090-9033-2013


